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　   ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

3. 事業活動により発生する廃棄物の削減に努めます。

4. 節水活動により水使用量の削減に努めます。

5. 環境にやさしい製品の販売を心がけます。

6. 製品・サービスの環境配慮として、お客様への納期厳守、不適合品の削減管理に務めます。

7. この環境方針を全員に対し周知するとともに環境保全に対する意識向上のため教育を実施いたします。

8. 環境方針及び環境経営レポートを一般に公表いたします。

制定日： 2021年7月14日

　

　

吉田 尚夫

2. 地球温暖化防止のため電力・燃料による二酸化炭素排出量の削減に努めます

代表取締役専務

大阪アサヒメタルグループの一員である弊社は、大阪アサヒメタル工場製品であるホワイ
トメタル、銅母合金、高融点活性合金、高清浄度合金、低融点合金及び高純度金属をはじ
め、レアメタル、レアアース、各種電子材料を取り扱う専門商社として環境と事業活動の
調和を図ることを基本理念とする。
環境に配慮した事業活動と地球環境及び地域社会環境保全のための活動を全社員一と団結
し自主的・積極的・継続的に取り組みます。

　企業の最大の目的として利潤を追求することがあげられますが、同時に社会に何らかの
形で貢献することも大切な役割と考えております。
弊社はアサヒメタルグループの窓口としての営業活動をはじめ、多くの顧客のあらゆる
ニーズに応えるべく、いちはやく情報をキャッチし、その真偽を見極め、お客様に納得い
ただける製品をお届けできるよう努めます。
また、弊社営業活動のなかで常に環境にやさしい製品の取り扱いを忘れず、地域の環境保
全、そして地球全体の環境保全にお役にたてるよう社員全員で高い意識をもって取り組ん
でまいります。

1. 環境関連の法規制及び当社で同意するその他の要求事項を遵守します。

環 境 経 営 方 針
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更新日：
（１） 名称及び代表者名

大阪アサヒ商事株式会社
代表取締役社長　安部　研
代表取締役専務　吉田　尚夫

（２） 所在地
本　　　社 大阪府大阪市北区豊崎5-6-2　北梅田大宮ビル
福山営業所 広島県福山市春日町2-11-18
中津倉庫 大阪市北区中津 1-2-3

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 石川 真澄 TEL：06-6372-1261

担当者 営業部長代理 木原　良寛 TEL：06-6372-1261

（４） 事業内容
非鉄金属材料卸売業

（５） 事業の規模
売上高 百万円

従業員　　　　　 名 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 1 日 ～ 3 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 大阪アサヒ商事株式会社
対象事業所： 本　　　社

福山営業所
中津倉庫

活動： 金属類・セラミックス・樹脂の原料及び加工品の販売
金属類の加工・検査・分析業務の受託

□事業や製品の紹介

1. 金属類･セラミックス･樹脂等及びその加工品の売買並びにその代理業
2. 金属類の製造･加工･検査･分析に係わる装置及び設備の開発、製造、売買並びにその請負業

主な取扱製品(詳細は、https://www.osaka-asahi.com/toriatsukai.html）
１．高純度金属：　純度5N(99.999%)～7N(99.99999%)の電子材料向け各種金属
２．低融点合金：　融点が183℃～16℃の各種合金
３．母合金：　　　銅合金及びその他合金　　　
４．合金試作
５．レア・メタル
６．シリコン単結晶ウェハー
７．レア・アース
８．セラミックス材料
９．スパッタリング・ターゲットと蒸着材料
１０．溶射粉末材料
１１．加工・サービス受託

3,908

組 織 の 概 要

取締役営業部長

17

2022年7月29日

739.47264.75 421.83 52.89
2 0 19名

本　　　社 福山営業所 合計中津倉庫
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

 
    

環境事務局

2022年4月20日

代表取締役専務

取締役営業部長　

環境経営組織及び役割・責任・権限

チームリーダー 事務局長

マネージャー

総務部 営業部 福山営業所

環境経営に関する統括責任

環境経営に必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し及び全従業員への

周知

環境経営に関する実行責任者

環境管理責任者の補佐、環境経営に関する事務

局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版

管理、

全従業員

環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

（部門長・リーダー）

環境方針の周知

従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応の試行訓練の実施・記録

環境経営計画の審議

環境活動の確認・評
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単位
kg-CO2

kg

kg
㎥

kg-CO2/kWh
※電力の二酸化炭素排出係数は、2019年度関西電力調整後係数を使用。(福山営業所も同一係数で算定)

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

〇

〇
〇

〇

〇

数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

2020年

2022年

420 420

100% 100%

2,375

3,335

2020年 99% 89% 99%
27 24 27

1月9月

2,7132,999

数値目標
達成状況

2,290

5月4月 8月

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

行動目標（次項による）

空調温度設定の徹底（夏場28℃・冬場20℃）

取組結果とその評価、次年度の取組計画

上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2 (通期)

㎥ 27

2021年

100% 71%

水道水の削減
基準年度比

99% 72%

産業廃棄物の削減
kg 420 420 300

基準年度比 2020年

21,135 19,009
99%

3,335

2,160

12月11月10月
2,277 2,089 2,932 3,151 3,894 3,406

3,608 3,792

99% 99%

99%

2,9652,258 3,121

2,833

2,137

3,252 2,3871,897

21,135

6月

×

7月

2,183

〇 コロナ対策で窓やドアを開放するなどの換気対策が継続中、空調
温度設定は目標未達。クールビズ、ウォームビズを継続する。すぐ
には実現できないが、節電のため事務所の照明のLED化をビル管
理会社に働きかけるなどのアクションを継続する。福山（営）の新し
いエアコンは高効率でガスファンヒーターを点けることはなかった。

21,13521,348

27

3月2月

10,332 10,842

基準値

10,842

20,020

水使用量

660

10,952

2024年　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

10,842kg-CO2 (通期)

（目標）

474

2427

2022年 2023年評
価

31

10,049

649
一般廃棄物の削減

kg 655 649 474

廃棄物排出量

99%

電力による二酸化炭素
削減

244kg-CO2 (通期) 246

99%94% 99%基準年度比 2020年 99%

（目標）（実績）（基準年) （目標）

0 0.3180.318

　産業廃棄物排出量

環境経営目標及びその実績

二酸化炭素総排出量

300

2020年 2021年 2022年

　一般廃棄物排出量
420

19,009

0

項　目
21,348

主な環境負荷の実績

655

649

基準年度比

基準年度比 2020年 99%
自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 (通期)

85%

都市ガスによる二酸化
炭素削減 基準年度比

99%
10,049 8,656

9%
10,150 10,049

244

99%99%2020年

244 22

0

2,000

4,000

6,000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

電力（kWh） 2020年 2022年

6



都市ガスによる二酸化炭素削減

取組紹介欄

福山営業所で暖房用にガスファンヒーターを使用しているため、

ウォームビズを徹底する。

2020年

2022年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

可能な範囲で公共交通を利用する。
配送業務の担当者間で配送予定を共有し、できるだけ合理化。
エコ運転を継続する。

2020年

2022年

一般廃棄物の削減

2021年

2022年

取組結果とその評価、次年度の取組計画

1月
56

○
○

達成状況

○

38

56 77

395 450 497
3月

0

404

達成状況

0 0

11月

引き続き配送業務の効率化と合わせ、法定速度を守る・カーブ手
前で減速・交差点や一時停止での安全確認等で無理のないエコ運
転を徹底した。

00

30

8月

2月10月9月
48

50

12月
5667

11月
53

43

3月

36 36 37 24

317 206

今後も管理を継続する。機密書類を専門業者へ依頼し中津倉庫の
整理整頓ができた。

263224

0
2月

14

0
○

0 0

8月
0

11月

ファンヒーターの掃除。

5月

冬季に使用量が突出していた。10月に新型エアコンを導入し
た。それ以降､ガスファンヒーターを使用しなかった。

10

3月

0

7月
14

4月 5月

45 36

49 3939 42

・分別の徹底
・帳票見直しによる印刷物の削減

○

6月 8月7月

43 46

・梱包材の再利用

67

意識付けを継続する。エアコンを更新してエアコンだけで暖房を賄
えた。ガスファンヒーターの出番がなかった。

17

245
9月 10月

0

9月 12月 1月10月
38

335 350
12月 1月

4月

6月
313 270 450 402

7月

数値目標
達成状況

13

○

取組結果とその評価、次年度の取組計画

〇

1

0

266
2月

取組結果とその評価、次年度の取組計画
〇

0

426 341 310

・持込ごみの見直し

6月

0

数値目標

・タイヤ空気圧等点検の実施

322 413 342316

41

○・アイドリング時間を減らす。

△

4月 5月

・法定速度の順守

数値目標 〇

251

0

0

0

0

10

20

30

40

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

都市ガス（㎥） 2020年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

ガソリン（L) 2020年 2022年

0

50

100

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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産業廃棄物の削減

2020年

2022年

水道水の削減

取組紹介欄

福山営業所は使用量を管理する。
ポスター他を掲示し喚起する。

2020年

2022年

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

7月

0 5 0

4 0
1月

5

11月 2月9月 10月 12月 1月 3月

3月に木くず 300kg(パレット)処分を産廃業者へ依頼した。廃プラに
関しては産廃業者を選定を進める。

取組結果とその評価、次年度の取組計画

取組結果とその評価、次年度の取組計画

○

0
0

0
0

・リサイクル業者の開拓

0
7月 8月

0 0 0
0 0

本社：テナント毎の使用実績は把握出来ないため、実態不明。節
水掲示を継続する。福山事業所：実績値から日ごろの節水を意
識。

0 3000
0

取組結果とその評価、次年度の取組計画

0
0420 00

〇

0
0

00

・節水 掲示

9月

0

4 0

商談時に環境にやさしい製品説明を展示会を含めて実施できた。
必要に応じてロシア産原料の排除および代替をすすめた。

5月

本社は複数テナントが入居するビルで個別使用量把握できな
いが、節水喚起のポスターを掲示し意識付けをする。

0

低融点合金(Uアロイ)に関して､鉛･カドミ
ウムフリー製品のPR。ロシア産で代替を必
要になった場合は関係者で協議し速やかに
対応する。

2月10月 11月 3月
0

0

○

達成状況

・素材別ボックスの設置

〇

6月

3

4月
45 0 5

6月

0

0 3

達成状況

数値目標

○

数値目標
・作業ミスによる廃棄量の削減

4月

0 5 0

4

達成状況

8月

○

12月

0

○

5月

4

0

2

4

6

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月

水道水（㎥） 2020年 2022年

0

200

400

600

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

産業廃棄物（kg） 2020年 2022年
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＜本社＞　
１）下記の施策で一般ごみ削減に努める。
・ごみを出すことが困難な時代であることを認識する。
・不要紙は複合機の横に設置した箱に入れ目視で判るように保管。
・シュレッダー使用は最後の手段。

２）下記の施策でガソリン削減に努める。（社用車4台保有）
・余裕をもった運転でアクセル、ブレーキを適切に使用する。
・公共交通機関の利用を促す。

３）下記の施策で水道使用量の削減に努める。
・簡易キッチン・トイレは共用で、ビル管理会社がまとめて管理しており使用量の実態が見えない。
・節水のポスターを掲示し注意喚起

４）下記の施策で電気使用量削減に努める
・蛍光灯を間引きする。
・エレベーター使用を減らし、階段での昇り降りを推奨。
・ウォームビス、クールビズの実施。
・スイッチに省エネ喚起のシール貼り。
・トイレ、キッチンのこまめな消灯

＜福山営業所＞
１）本社と同じ施策で一般ごみの削減に努める。

２）本社と同じ施策でガソリンの削減に努める。（社用車を1台保有）

３）本社と同じ施策で水道使用量の削減に努める。

４）本社と同じ施策で電気使用量の削減に努める。

５）下記の施策で都市ガス使用量の削減に努める。
・ガスファンヒーターが主な使用目的。冬季に集中するのでウォームビズを実施する。

木製パレット等

□外部からの環境上の苦情・要望等

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

環境関連法規制等名称

毒劇物の保管庫

廃棄物処理法

小型電子機器28品目 （パソコン､PC用モニタ等）小型家電リサイクル法

該当する設備・項目

テレビ、 冷蔵庫

フロン排出抑制法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

社用車
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

エアコン（福山事業所）

各事業所の取組紹介

各拠点で無し。

自動車リサイクル法

毒物及び劇物取扱法
家電リサイクル法
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緊急事態の想定： 避難訓練　地震および津波
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： 避難訓練、通報訓練、消火器の場所と有効期限の確認

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態の想定： 避難訓練　地震および津波
■実施日： ■実施場所：
■参加者：

■実施内容： 避難訓練、通報訓練、消火器の場所と有効期限の確認

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

緊急事態対応の試行・訓練

在席者全員　

スムーズに屋外へ退避した。消火器の保管場所を確認した。

本社

 スムーズに全員屋外へ退避した。消火器の保管場所、期限を確認した。

 通報訓練者 1名、消火訓練1名､ それ以外は即刻避難訓練。階段を使って退避。

2022年11月18日 福山営業所

通報訓練者 1名、消火訓練（消火器の確認）1名､ それ以外は即刻避難訓練。非常階段を使って退避。

在席者全員　
2022年11月21日
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実施日：

＜情　報＞ ＜見直し・指示＞

◇自社を取り巻く環境問題の変化 ◇環境経営方針

◇その他 ◇実施体制他

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

代表者による全体の評価と見直し・指示

エコアクション２１に取組み、2022年度は初めての審査になりました。この活動を通じて従業員の意識付けが進んだと感じられ
ました。これまで環境負荷の状況把握をしていなかったことを考えますと大きな変化だと思います。この1年は基準年と比較し環
境負荷物質削減の目標を僅かながらですが達成できました。特段の問題はないと判断し、環境経営方針、環境経営目標、環境
経営計画は初年度のまま活動を継続してまいります。

◇環境経営目標・計画の達成状況
特段の問題はなし。

　次年度も同じ内容で継続する。

無し 　 現体制を継続する。

2023年5月26日

◇環境経営目標・環境経営計画
　次年度も同じ内容で継続する。

社会的情勢に特段の変化はなく、利害関係者からの要
求等もなし。
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